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(1)　第1868号　2022年３月５日

県本部第121回臨時大会
日時　３月11日（金）13：30～17：00
場所　ひたちなか市　那珂湊総合福祉センター
内容　経過報告/当面の闘争方針
　　　スポーツ大会の取り組み/役員信任投票ほか

こ
れ
ま
で
の
行
き
過
ぎ
た

市
場
主
義
に
よ
っ
て
切
り
詰

め
ら
れ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
、
業
務
量
に
見
あ
わ
な

い
人
員
配
置
が
恒
常
化
し
、

多
く
の
職
場
で
長
時
間
労
働

が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
依
然

と
し
て
景
気
は
不
透
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の

人
件
費
抑
制
や
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
に
つ
な
げ
な

い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

県
本
部
で
は
、
２
０
２
１

春
闘
か
ら
の
取
り
組
み
を
拡

大
し
、
今
年
は
県
内
３
地
区

で
街
頭
行
動
を
行
い
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
動
画
上
映
や
チ
ラ

シ
等
を
配
布
し
ま
す
。

地
域
社
会
に
、
住
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
る
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
拡

充
、
そ
れ
を
支
え
る
職
員
の

人
員
確
保
・
処
遇
改
善
、
地

方
財
政
確
立
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

る
縮
減
と
適
切
な
人
員
の
確

保
、
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
を

は
じ
め
と
す
る
両
立
支
援
制

度
の
周
知
徹
底
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
公
務
員

連
絡
会
は
幹
事
ク
ラ
ス
交

渉
、
書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
な

ど
を
行
い
、
３
月
下
旬
の
回

答
指
定
日
に
向
け
、
政
府
、

人
事
院
と
の
交
渉
を
重
ね
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公
務
労
協
地
方
公
務
員
部

会
は
、
　
日
、
金
子
総
務
大

22

臣
に
対
し
て
２
０
２
２
春
季

要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

地
方
公
務
員
部
会
か
ら
は
二

階
堂
議
長
、
委
員
長
ク
ラ
ス

交
渉
委
員
が
出
席
し
ま
し

た
。要

求
内
容
は
、
賃
金
改

善
、
労
働
時
間
・
休
暇
及
び

休
業
等
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
は
じ
め
と
す
る
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
と

雇
用
の
安
定
、
雇
用
と
年
金

の
確
実
な
接
続
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
基
本
法
に
基
づ
く
適
正

な
労
働
条
件
の
確
保
等
を
求

め
て
い
ま
す
。

政
府
、
人
事
院
に
要
求
書
提
出

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

気になる方は各所属組合へ
まず、お見積もりで

32.5％ＯＦＦ[団体割引掛金]を
実感してみよう

自
治
労
な
ど
で
つ
く
る
公

務
員
連
絡
会
は
２
月
　
日
、

22

委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
が

二
之
湯
国
家
公
務
員
制
度
担

当
大
臣
、
川
本
人
事
院
総
裁

に
そ
れ
ぞ
れ
要
求
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

要
求
書
で
は
、
賃
金
の
引

上
げ
、
超
過
勤
務
の
さ
ら
な

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
。
そ
の
重

要
性
と
存
在
価
値
を
さ
ら
に

社
会
一
般
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
自
治
労
で
は
今
春
闘
期

に
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ

と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
取
り
組
み
を
行
い
、
地

域
へ
む
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
し
て
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ 公

共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を

社
会
へ
重
要
性
を
訴
え
よ
う

公
務
員
連
絡
会

春
の
た
た
か
い
ス
タ
ー
ト

地
方
公
務
員
部
会

総
務
大
臣
へ
要
求
書
提
出

「公共サービスにもっと投資を！」
県内街頭行動スケジュール

３月23日（水）　17：30～19：00　日立駅中央口
３月24日（木）　17：30～19：00　牛久駅東口
３月25日（金）　17：30～19：00　水戸駅南口

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

す
べ
て
の
働
く
仲
間
ま
も
る

労
働
組
合
の
大
切
さ
ア
ピ
ー
ル

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
一
変
し
、
労
働

者
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

解
雇
や
雇
止
め
、
収
入
減
少

な
ど
県
内
で
も
多
く
の
働
く

仲
間
が
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
連
合
茨

城
で
は
２
月
　
日
に
「
県
内

22

で
働
く
仲
間
に
連
合
茨
城
を

知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
水
戸

駅
南
口
で
街
頭
宣
伝
を
行

い
、
労
働
組
合
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

県
内
の
労
働
者
数
は
約
１

４
０
万
６
千
人
、
そ
の
う
ち

労
働
組
合
に
加
入
す
る
人
は

　
万
６
千
人
に
と
ど
ま
り
、

20多
く
の
働
く
仲
間
は
労
働
組

合
の
な
い
職
場
で
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

街
頭
で
は
、
労
働
組
合
は

使
用
者
側
と
対
等
な
立
場
で

労
使
協
議
を
行
え
る
「
集
団

的
労
使
関
係
」
に
よ
り
、
１

人
で
解
決
が
難
し
い
雇
用
や

職
場
環
境
の
問
題
も
労
働
組

合
が
力
に
な
れ
る
こ
と
、
労

働
組
合
の
存
在
は
、
す
べ
て

の
働
く
仲
間
に
と
っ
て
大
き

な
力
に
な
る
な
ど
と
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
は
毎

月
１
回
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

集中労働相談を実施

こ
の
日
は
、
２
月
　24

日
、
　
日
の
２
日
に
わ

25

た
り
実
施
さ
れ
た
集
中

労
働
相
談
の
宣
伝
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

連
合
で
は
年
３
回
、

「
全
国
一
斉
集
中
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
と

い
う
ラ
イ
ン
や
電
話
に

よ
る
労
働
相
談
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

連
合
が
行
う
労
働
相

談
は
、
年
間
を
通
し
て

解
雇
や
退
職
強
要
、
契

約
打
ち
切
り
な
ど
の
雇

用
に
関
す
る
も
の
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
年

間
で
一
番
多
く
労
働
契

約
の
更
新
時
期
を
迎
え

る
年
度
末
に
向
け
、
こ

の
集
中
労
働
相
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

2022
春 闘

連合茨城

連
合（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
）
１
９
８
９
年
に
結
成

さ
れ
た
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー（
全
国
中
央
組

織
）。「
連
合
茨
城
」
に
は
現
在
、　
業
種
４
３
１
組
合
が

34

加
盟
。
組
合
員
　
万
５
千
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

13

帰宅途中の働く仲間にむけてアピール



1969年３月10日第３種郵便物認可　郵便 310-0801 自 治 労 茨 城 第1868号　2022年３月５日　(2)

2022新春クロスワード
当選者30名が決定

　
新
年
号
掲
載
の
２
０
２
２

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
、
２

月
　
日
に
千
歳
委
員
長
に
よ

28
り
抽
選
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
当
選
し
ま
し
た
（
敬

称
略
）。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
、
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
賞
品
発
送
は
３
月
下
旬
予
定
）

◇
県
本
部
特
別
賞

（
常
陸
牛
１
万
円
相
当
５
名
）

假
屋
　
哲
朗
（
県
職
連
合
）

柴
口
　
怜
佳
（
県
職
連
合
）

葛
原
ま
な
み
（
県
職
連
合
）

棚
部
　
淳
也
（
県
職
連
合
）

永
作
　
明
義
（
県
職
連
合
）

◇
県
本
部
賞

（
常
陸
牛
５
千
円
相
当
　
名
）

10

長
坂
　
陽
平
（
日
立
市
職
）

檜
山
　
貴
紀
（
常
陸
太
田
市
職
）

新
田
　
詩
織
（
水
戸
市
職
）

峯
　
　
陽
子
（
水
戸
市
職
）

小
野
　
美
穂
（
牛
久
市
職
）

小
野
　
洋
介
（
県
職
連
合
）

須
能
　
健
一
（
県
職
連
合
）

広
瀬
　
　
愛
（
県
職
連
合
）

村
山
　
　
繁
（
県
職
連
合
）

矢
島
め
ぐ
み
（
県
職
連
合
）

◇
じ
ち
ろ
う
共
済
賞

（
ク
オ
カ
ー
ド
３
千
円
　
名
）
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浦
島
　
隆
志
（
日
立
市
職
）

大
森
　
陽
子
（
日
立
市
職
）

北
島
　
佑
樹
（
日
立
市
職
）

舛
谷
　
明
音
（
日
立
市
職
）

大
内
　
友
子
（
常
陸
太
田
市
職
）

渡
邉
　
徳
彦
（
水
戸
市
職
）

小
沼
　
佑
衣
（
取
手
市
職
）

塚
本
　
修
生
（
龍
ケ
崎
市
職
）

大
塚
　
友
樹
（
県
職
連
合
）

小
舩
　
恵
二
（
県
職
連
合
）

笠
井
　
明
美
（
県
職
連
合
）

齋
賀
　
真
純
（
県
職
連
合
）

齋
藤
　
美
子
（
県
職
連
合
）

関
根
　
正
弘
（
県
職
連
合
）

蛭
町
　
昌
子
（
県
職
連
合
）

応募総数　416通

　自治労は、いかなる場合においても、武力による威嚇や武力の
行使による国際紛争の解決には反対の立場から、平和フォーラ
ム・原水禁に結集し、ロシアに対しウクライナへの軍事侵攻の即
時停止・撤退を求め取り組みを強化します。

ロシアのウクライナ侵攻に抗議する
　ロシアのプーチン大統領は、2月24日、ウクライナへの軍事侵攻に踏み切っ
た。度重なる警告を無視し対話のチャンネルを放棄する形での侵攻は、欧米
をはじめとして国際社会と決定的に対立することとなった。すでに民間人も含む
多数の死傷者がでている。国家主権と領土を武力で侵すことは国際秩序を揺
るがす蛮行であり断じて許されない。ロシアは、即刻武力侵攻を中止し、ロシ
ア軍を撤退させ、国際社会との対話の席に着かなくてはならない。
　プーチン大統領は、北大西洋条約機構（NATOの拡大を恐れ、ドネツク人民
共和国およびルガンスク人民共和国の親ロシア政権の独立を承認するととも
に、ロシア系住民への迫害があるなどの理由で「自衛」を口実にウクライナに侵
攻した。これは、この地域の紛争解決のためのミンスク合意を反故にするもの
であり、迫害の事実があれば、まずは国際社会へ問うべきである。ウクライナ
がロシアを攻撃する意図はないと繰り返し表明していた中での軍事侵攻は、国
際社会の理解は得られることはない。「自衛」のために攻撃が正当化されること
は、日本の岸田政権が主張している「敵基地攻撃論」にも通ずるものであり、危
険な論理だ。多くの戦争は「自衛」の名の下に引き起こされてきた。それが無
辜の市民に多大な犠牲を強いることは自明であり、許されることではない。
　この間プーチン大統領は、公然と核兵器使用をほのめかす発言をし、侵攻
前には核兵器搭載可能な大陸間弾道ミサイルを使った軍事演習を実施するな
ど、核による威嚇を繰り返してきた。核兵器禁止条約が発効し、核兵器の非人
道性が指摘され中でのプーチン大統領の発言は、「核兵器」を弄ぶものであり、
断じて許されない。
　ロシア軍がチェルノブイリ原発を武力制圧したとの報道もある。1986年に
事故を起こしたチェルノブイリ原発の安全が懸念される。ウクライナでは15基
の原発が稼働しているが、それら原発が武力衝突の中で安全が確保できるの
かも懸念される。核兵器の攻撃がなくても原発の存在は大きな脅威である。福
島原発事故を経験した私たち日本社会もそのことを忘れてはならない。
　ロシアは、ウクライナ東部の独立を承認した地域に留まらず、ウクライナ全土
に軍事展開している。事態は予断を許さない。平和フォーラム・原水禁は、ロ
シア軍の即時撤退と国際社会への対話の窓口を開くことを強く要求する。
2022年2月25日

フォーラム平和・人権・環境
原水爆禁止日本国民会議

×鬼木まこと
千歳益彦

おに　　き

千歳　自己紹介を兼ねて、鬼木さんが組合活動を始めたきっかけを教えてください。
　 鬼木　特別なきっかけはありません（笑）。1982年に福岡県庁に入職して、久留米県
税事務所に配属されました。職場に赴任すると同時に、組合の役員が訪ねてきて加入
のお誘いを受けました。当時、福岡県の出先機関はほぼ100％の組織率でしたから、
「全員が入っている」と言われ、「じゃあ入ります」と素直に加入しました。
　 千歳　その頃の組合活動はどのような状況でしたか。
　 鬼木　当時の福岡県知事は保守系の方で、81年に建てた知事公舎があまりにも豪華
すぎると県民の皆さんから批判を受けていました。私が入職した頃、福岡県職労はそ
の真実を問いただそうと、百条委員会を設置する取り組みを行っていました。私も青
年部から動員がかかり、住民のお宅を訪問して署名活動に励みました。と言っても、
先輩に連れて行ってもらい、あまりよく理解しないまま、その後ろをついて回るだけ
でしたが（笑）。
　ただ、県税事務所で徴収の仕事をしていましたので、県民の皆さんから皮肉をよく
言われたものです。未納の方に督促の電話を入れると、「その金が知事のスリッパ代
になるんか」などと返されるわけです。ですから、おかしい
ことをおかしいと感じる問題意識は日常的に養われていった
ように思います。

千歳　鬼木さんは若い頃からバリバリと運動に関わっていら
したと聞いていますが。
　 鬼木　私自身にはそういう意識はあまりありませんが、18歳
で入職、翌年から支部青年部執行委員、青年部長、24歳で県
職労本部青年部三役になり、専従になったのは26歳の時で
す。足跡を辿るとバリバリというイメージを持たれるかもし
れませんね。ただ実際には、青年部の活動に引っ張られて

いったような感覚があります。久留米県税事務所の青年部は22～23人でしたが、毎
月必ず青年部主催の学習会と懇親会をそれぞれ１回ずつ開催して、活発に活動してい
ましたからね。
　 千歳　活動に力を入れる原動力となった出来事はありましたか。
　 鬼木　青年部時代に沖縄へ行き、中距離巡航ミサイル・トマホーク配備阻止「嘉手納
基地前座り込み行動」に参加しました。その際、戦跡を巡り、現地の人や沖縄タイム
ス記者などさまざまな方からお話を伺いました。防空壕代わりのガマにも入り、当時
のどのような生活を送っていたか、どのような歴史があったのか、沖縄戦はどういう
意味合いや位置づけを持った戦いだったのかなどを教わりました。
　生まれて初めて戦地を見てお話を聴いたことは、本当に強烈な体験で、戦争や平和
について改めて理解を深めるきっかけになりました。それまで以上に、
組合活動に取り組む重要性が身に沁みました。

千歳　鬼木さんは「One for all,  All for one～１人はみんなのために、みん
なは１人のために」という言葉が好きだと伺っています。その理由を教
えてください。
　 鬼木　ラグビーが大好きで、この言葉がスポーツの本質を物語っている
からです。ラグビーは防具を着けずに激しく体がぶつかり合うため、相手とむきあう
ときはかなり怖いはず。でも、なぜその恐怖心を乗り越えて相手にむかっていけるの
か。それは、14人の仲間がいるからです。自分１人だと乗り越えられないことも、
仲間がいるチームだと乗り越えられる。組合も、ラグビーと精神的に相通ずるものが
あります。
　日頃この言葉を意識しているわけではありません。しかし、「なぜ組合活動をして
いるのですか？」と聞かれれば、やはり「みんなのために」という想いが根幹にあり
ます。今はもう、意識をするまでもなく、自分にとって当たり前のことになっていま
す。それは、全国で組合活動に取り組んでいる皆さんも、きっと同じではないでしょ
うか。（後号に続きます）福岡県本部時代


